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５．グループインタビューのまとめ

グループインタビューで出された子育て支援のアイデアを整理する。

「子育ては楽しい！」を当たり前にしていくことが、結婚や 2 人、3 人の出産につな

がっていく。「子育ては楽しい！」に地域全体で取り組んでいることが、はっきりと分

かることが大事とされた。

●男性は収入面や仕事で
の不安があり結婚に自
信を持てない

結婚の意思や子どもを
『産む産まない』は本
人の気持ち。
他人や行政が直接関わ
ることはできにくい

大事なのは、
「子育て」が
楽しいと感じら
れること

「子育ては楽しい！」

を当たり前にしていく

●女性は一定の収入もあ
り自由さが結婚で束縛
されると感じている

●意外に出会いの場がな
く、結婚の世話（後押し
をする）人がいなくなっ
ている

「結婚は苦労につ
ながる」との考え
方が広がってい
る

「子育ては大変だ」と
の考え方が広がってい
る

●母親がいつまでも娘を
手放したがらない

●幼い子どもがいると働
きにくく収入の心配が
ある

●２人目が産まれにくい
人がいる。そのことを相
談できる周りの環境が
必要

●パートで働いても保育
料に消えていく、余裕が
なく経済的な負担が大
きい

●子育てに関する情報（と
くに地元の情報）が伝わ
っていないため、子育て
の不安が解消されない

●専門職の女性は出産・育児
で一旦、仕事を離れると復
帰できない（社会と切り離
される）不安がある

●子どもが病気のときな
ど預かってくれる体制
（実家など）がないと多
く産みにくい

子どもを多く生まない理由（例示）

非婚・晩婚化の理由（例示）

●「結婚は大変だから」と
勧めない雰囲気がある
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また、それに関する次のようなアイデアが出された。地域の人材を活かして、

アイデアを実際の取り組みにつなげていく具体的な方法がいずれも課題とされる。

子育て支援のアイデア

子どものころからの子育てへの馴染
み（玉名、大学生インタビューから）

エンゼルマーケット
（宇土インタビューから）

子育て情報コーディネーター
（八代インタビューから）

隣近所での子どもを中心に「おた

がいさま」の関係（玉名、大学生

インタビューから）

●子ども用品への出費負担の軽減、足を

運びやすい子育て当事者の集まる場

として、ベビーカーやチャイルドシー

ト等のベビー用品・子ども用品の交

換・レンタル・購入・引取りのマーケ

ットがあったらいい

●子育て支援に関わっている地域福祉

塾メンバー等による具体化に向けて

の話し合い

●携帯メール発信端末を持つ社会福祉

法人等からの情報発信の可能性

●地域の子育て支援関係者の連携によ

る一歩進んだ取り組み

●赤ちゃんや幼い子どもを育てている

母親、地元の保健師などと直接のふれ

あい体験を、小学生のころから繰り返

していく

●小学生、中学生、高校生など成長に応

じた「子育てに関する体験や授業」、

そのカリキュラムを考える

●学校の授業で時間が取れないのなら、

ＰＴＡ主催の親子の時間や、社会福祉

協議会のワークキャンプ、ボランティ

ア協力校の活動で行う

●学校評議員など地域の人が学校に関

わる関係も活用

●一般的な情報ではなく、子育て当事者

にタイムリーに伝わる情報が必要

●情報を把握・整理・管理し、当事者に

適切に提供していく情報コーディネ

ーター、及び情報拠点の役割をつどい

の広場や子育て支援センターが果た

す

●情報拠点では、とくに地元の情報をき

め細かに収集発信（口コミ情報は説得

力がある）すること

●ファミリーサポートや一時預かり、放課

後児童クラブ等の利用料は負担であり、

近所のお年寄りなどに預かりを頼める

関係・仕組みづくりができたらいい

●高齢者の生きがいや健康づくりにもつ

ながる

●子育て支援関係者が、地域の高齢者のふ

れあいサロンや老人会活動に参加し、子

どもやその親と地域のお年寄りとをつ

なぐ役割を果たす

●「お試し預かり」で一歩踏み出す
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資料：大学生グループインタビュー後の感想



第６章

グループインタビュー調査

143



144




